
昭
和
20
年
代

　
第
２
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、再
建

の
歩
み
を
始
め
た
22
年（
１
９
４
７
年
）

３
月
15
日
に
本
所
区
と
向
島
区
は
合

併
し
、墨
田
区
が
誕
生
。４
月
に
は
第

１
回
区
長
・
区
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
、勝
田
菊
蔵
氏
が
初
代
公
選
区
長
に

当
選
し
ま
し
た
。同
年
５
月
３
日
に
は

日
本
国
憲
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
が

施
行
さ
れ
、特
別
区
も
市
に
準
ず
る
機

能
を
も
つ
地
方
公
共
団
体
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
当
時
の
人
口
は
わ
ず
か
に
14
万
人
で

し
た
が
、や
が
て
焼
け
跡
に
も
住
宅
や

工
場
が
建
ち
、産
業
の
ま
ち
と
し
て
復

興
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、12
年
を
最
後
に
中
止
さ
れ
て

い
た
隅
田
川
の
川
開
き
花
火
は
、23
年

９
月
に
第
１
回
全
国
花
火
コ
ン
ク
ー
ル

と
合
わ
せ
て
復
活
し
ま
し
た
が
、河
川

の
汚
れ
や
交
通
事
情
の
悪
化
に
よ
り
、

36
年
に
再
び
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
一方
、25
年
12
月
、都
電
が
初
め
て
水

戸
街
道
を
走
り
、向
島
地
区
の
交
通
事

情
は
改
善
さ
れ
、26
年
に
は
都
内
初
の

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
が
、今
井
か
ら
押
上
を

通
り
、上
野
公
園
に
通
じ
、台
東
、墨
田
、

江
東
、江
戸
川
の
４
区
を
結
び
ま
し
た
。

　
同
年
４
月
に
は
、第
２
回
区
長
・
区

議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、勝
田
区
長

が
再
選
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
28
年
に
は
、工
場
数
が
戦
前
を
上
回

り
、商
業
面
で
も
飛
躍
を
遂
げ
、30
年

代
の
高
度
成
長
期
を
迎
え
ま
す
。

昭
和
30
年
代

　
32
年
５
月
、墨
田
区
制
10
周
年
を
記

念
し
て
、墨
田
区
の
紋
章
が
公
募
さ
れ
、

墨
田
の
頭
文
字
の「
ス
」を
３
つ
組
み
合

わ
せ
た
図
案
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、34
年
に
は
墨
田
区
に
生
ま
れ

た
王
貞
治
が
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
入

団
し
ま
し
た
。区
立
本
所
中
学
時
代
に
、

の
ち
に
指
導
を
受
け
る
荒
川
博
に
野
球

の
素
質
を
見
出
さ
れ
、早
稲
田
実
業
学

校
高
等
部
に
進
学
し
、夏
の
甲
子
園
で

活
躍
。ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
入
団
後
は
１
本

足
打
法
で
通
算
本
塁
打
数
８
６
８
本
に

よ
り「
世
界
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
」と
も
呼

ば
れ
、そ
の
他
数
々
の
記
録
を
保
持
す

る
大
打
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
急
激
な
経
済
発
展
の
な
か
で
、工
場

に
は
新
技
術
が
導
入
さ
れ
、大
型
店
舗

や
ス
ー
パ
ー
も
進
出
。道
路
な
ど
の
生

活
環
境
も
急
速
に
整
備
さ
れ
、35
年
に

は
都
営
地
下
鉄
１
号
線
が
開
通
し
、京

成
電
鉄
と
の
相
互
乗
り
入
れ
と
な
り
、

利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

　
区
の
人
口
は
、38
年
に
32
万
６
千
人

と
な
り
、ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

「やさしいまちづくり」を推進
　墨田区では、区基本構想の下、「協治
（ガバナンス）」の考え方に基づき、区民
の皆さん、団体、ＮＰＯ、企業などによる
「やさしいまちづくり」の実現を図るた
め、体系的に「人づくり」の施策を推進
しています。
　この「人づくり」施策の基本となるの
は、区民の皆さん一人ひとりが自らの
行動に責任をもち、他人や地域、さらに
は環境などに対して、「やさしさ」や「お
もいやり」の心をもつことであり、また
社会人としてのモラルの保持やマナー
の向上、あるいは公徳心の向上を図っ
ていくことです。
　そこで、平成12年に、「すみだやさし
いまち宣言」を行い、広く「人づくり」
に関する区民運動を展開しています。
　区では、この運動の一環として、「す
みだ　やさしいまち　マナーブック」を
配布し、「江戸しぐさ」から、人、地域、
環境にやさしい暮らしの知恵を紹介し
ています。
（詳しくは、区民活動推進課に
お問合せください。）
街で困っている人を
見かけたら、
勇気を出して声を
かけてみようよ。
さしのべしぐさ

明
治
時
代
か
ら
墨
田
区
の
誕
生
ま
で

　

文
明
開
化
の
明
治
維
新
を
迎
え
、

江
戸
は
東
京
と
改
称
さ
れ
て
首
都
と

な
り
、
西
欧
文
明
の
急
速
な
流
入
と

と
も
に
、
近
代
化
へ
の
脱
皮
も
徐
々

に
進
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
11
年
（
１
８
７
８
年
）、
15

区
制
が
実
施
さ
れ
て
、
南
部
区
域
が

本
所
区
と
な
り
、
北
部
区
域
は
南
葛

飾
に
編
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の

生
産
品
と
い
え
ば
、
南
部
で
は
瓦
、

髪
結
具
、
ろ
う
そ
く
な
ど
の
日
用
品
、

京
大
空
襲
で
は
、
本
所
区
の
96
％
、

向
島
区
の
57
％
が
焦
土
と
化
し
、
り

災
者
は
両
区
で
28
万
人
余
に
も
及
び
、

２
万
６
千
人
余
の
命
が
３
時
間
近
い

空
襲
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
の
で
す
。

　

大
戦
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
22
年

（
１
９
４
７
年
）
３
月
15
日
、
本
所

と
向
島
の
両
区
が
一
つ
に
な
り
、

「
墨
田
区
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
新

区
名
は
、
遠
く
平
安
の
昔
か
ら
、
江

戸
、
東
京
の
名
と
と
も
に
広
く
親
し

ま
れ
た
墨
堤
、
隅
田
川
の
地
名
か
ら

「
墨
」
と
「
田
」
の
２
字
が
選
ば
れ
、

名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
時
の
人
口
は
わ
ず
か
に
14
万
人

で
し
た
が
、
や
が
て
焼
け
跡
に
も
住

宅
や
工
場
が
建
ち
、
産
業
の
ま
ち
と

し
て
復
興
を
始
め
ま
し
た
。

北
部
で
は
農
作
物
で
し
た
。

　

現
在
の
墨
田
区
の
地
域
は
、
河
川

に
囲
ま
れ
た
好
適
な
立
地
条
件
や
労

働
事
情
が
、
工
業
地
帯
と
し
て
の
地

歩
を
固
め
る
要
因
と
な
っ
て
、
わ
が

国
に
お
け
る
諸
種
の
軽
工
業
の
発
祥

の
地
と
な
り
、
近
代
工
業
地
帯
と
し

て
の
東
京
の
枢
要
な
地
域
を
形
成
す

る
に
至
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
紡
績
、
精
密
工
業
、
石
鹸

製
造
、
製
靴
が
盛
ん
で
、
大
正
期
に

は
、
輸
出
向
け
と
し
て
、
玩
具
製
造
、

ゴ
ム
工
業
な
ど
が
興
り
、
発
展
し
ま

し
た
。

　

一
方
、
交
通
面
で
は
、
27
年
（
１

８
９
４
年
）
総
武
鉄
道
佐
倉
〜
本
所

（
錦
糸
町
）
間
が
開
通
し
、
35
年
（
１

９
０
２
年
）
東
武
鉄
道
が
、
ま
た
大

正
元
年
（
１
９
１
２
年
）
京
成
電
気

軌
道
が
開
通
す
る
な
ど
、
相
次
い
で

交
通
網
が
開
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
12
年
（
１
９
２
３
年
）

９
月
１
日
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て

東
京
の
市
街
地
は
大
き
な
被
害
を
被

り
、
な
か
で
も
、
南
部
区
域
は
地
震

と
そ
れ
に
伴
う
火
災
の
た
め
、
９
割

強
の
人
家
が
失
わ
れ
、
死
者
も
４
万

８
千
人
と
東
京
市
全
体
の
８
割
強
に

達
す
る
惨
状
を
呈
し
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
復
興
期
を
経
て
、
都
市

化
が
進
ん
だ
北
部
区
域
に
は
、
昭
和

７
年
（
１
９
３
２
年
）
向
島
区
が
成

立
し
、
15
年
（
１
９
４
０
年
）
に
は

両
区
を
合
わ
せ
人
口
は
48
万
人
（
戦

前
・
戦
後
を
通
じ
最
多
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦

火
に
よ
り
、
再
び
区
内
の
約
７
割
が

廃
墟
と
化
し
、
６
万
３
千
人
の
死
傷

者
と
30
万
人
近
い
り
災
者
を
出
し
ま

し
た
。

　

特
に
、
20
年
３
月
10
日
未
明
の
東

おもてなしの心と町の魅力
　墨田区は江戸庶民文化の発祥の地
であり、その文化や歴史が今日に引
き継がれています。また、ものづく
りの町としても発展を続けてきまし
た。
　一方、平成23年度には、約610メ
ートルの自立式電波塔としては世界
一高い新タワーが押上・業平橋地区
に建設されることが決定しており、
今年の夏にはいよいよ着工する予定
です。
　区では新タワーの誕生に向けて、
新たな区基本計画にもとづき、タワ
ー関連事業がスタートしています。
　墨田区観光振興プラン（20年2月
改訂）では、「新タワーを活かし、住
んでよく、訪れてよい『国際観光都
市すみだ』をつくる」ことを目標に
掲げています。北斎の魅力や多彩な
江戸文化を楽しめる北斎通りのまち
づくり、新タワーから放射状に伸び
る主要道路をタワービュー通りとし
ての整備、水都すみだの再生などの
シンボル事業を計画しています。（詳
しくは区ホームページ又は観光課へ）
　しかし、区民の皆さんが来街者を｢
おもてなしの心｣で迎えることも、す
みだのまちの魅力となります。
　そのためには、区民の皆さんがす
みだについての多くの情報をもつこ
とも必要なことから、すみだ地域学
セミナーなどの講座を開講し、また
本紙ですみだに関わる情報を提供し
ます。
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明
治
�
大
正
�
昭
和
�

　
江
戸･

東
京
の
焼
き
物
の
ひ
と
つ

と
し
て
知
ら
れ
る「
京
山
焼
き
」は
、

そ
の
名
は
知
ら
れ
て
い
て
も
残
っ
て

い
る
作
品
類
が
少
な
く
、
な
か
な
か

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
貴
重
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
初
代
鳥
井
京
山
は
、
本
名
を
鳥
井

重
五
郎
と
い
い
、
文
化
12
年(

１
８

１
５
年
）
足
立
郡
江
北
村
（
現
足
立

区
堀
之
内
）
の
旧
家
に
生
れ
た
。
16

歳
の
時
、
陶
製
業
を
学
ぶ
た
め
京
都

に
の
ぼ
り
、
天
保
10
年
（
１
８
３
９

年
）
そ
の
技
術
を
極
め
江
戸
に
戻
っ

た
。
　
当
初
は
葛
飾
郡
須
崎
村(

現
墨
田

区
向
島
五)

に
窯
を
築
く
が
、
ま
も

な
く
少
し
南
の
墨
堤
下
の
小
梅
村

（
現
向
島
二
・
小
梅
小
学
校
裏
隅
田

公
園
内)

に
移
り
、
鳥
井
京
山
と
名

乗
り
、｢

京
山
焼｣

あ
る
い
は｢

隅
田
川

焼｣

と
し
て
作
陶
を
始
め
た
。
嘉
永

５
年
（
１
８
５
２
年
）
13
代
将
軍
徳

川
家
慶
の
上
覧
に
よ
り
、
一
層
名
が

知
ら
れ
、
以
来
諸
大
名
・
名
家
の
愛

顧
を
受
け
、
と
り
わ
け
地
元
の
勝
海

舟
の
引
立
て
を
受
け
、
維
新
後
も
続

き
、
今
日
で
も
鳥
井
家
に
海
舟
絵
付

の
焼
物
が
多
く
残
っ
て
も
い
る
。

　
京
山
の
作
品
は
抹
茶
茶
碗・花
器
・

水
差
・
鉢
・
皿
・
盃
な
ど
、
作
家
も

の
と
し
て
の
芸
術
品
か
ら
、
実
用
品

に
至
る
ま
で
、
陶
器
・
磁
器
と
多
彩

を
き
わ
め
て
い
る
。
銘
は
書
き
判
と

い
う
か
、「
京
山
造
」
あ
る
い
は
「
京

山
」、
な
い
し
は
小
判
形
押
印
の
中

に「
京
山
」、桜
花
印
の
中
に「
京
山
」

な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
同
時
に
鳥
井
家
は
明
治
５
年(

１

８
７
２
年
）以
後
、煉
瓦・耐
火
煉
瓦
・

装
飾
煉
瓦
等
の
製
造
を
橋
場
の
銭
座

跡
に
設
け
た
工
場
で
も
行
い
、
明
治

40
年(

１
９
０
７
年
）
に
は
寺
島
村

曳
舟
川
沿
い
に
、
鳥
井
陶
器
製
造
所

(

鳥
井
工
場
・
現
八
広
一
）
を
建
設

し
移
っ
て
い
る
。
地
元
で
は
化
粧
煉

瓦
を
「
白
煉
瓦
」
と
い
い
、
鳥
井
家

自
体
の
こ
と
も
屋
号
の
よ
う
に
「
白

煉
瓦
」と
呼
ん
で
い
た
。
日
本
銀
行
・

東
京
駅
・
帝
国
図
書
館
な
ど
の
明
治

期
の
建
造
物
に
多
く
用
い
ら
れ
、
ま

た
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
な
ど
も
製
作
し

て
お
り
、
現
在
残
っ
て
い
る
清
泉
女

子
大
学
校
舎
の
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
と

屋
根
の
煉
瓦
造
り
の
煙
突
も
鳥
井
工

場
の
作
品
だ
と
聞
い
て
い
る
。

　
初
代
京
山
は
明
治
17
年
（
１
８
８

４
年
）
に
没
す
る
が
、
娘
婿
の
二
代

京
山
（
鳥
井
庄
右
衛
門
）
も
工
場
経

営
の
か
た
わ
ら
茶
器
類
も
多
く
作
陶

し
て
い
る
。
当
時
の
向
島
界
隈
に
は

三
浦
乾
也
・
浦
野
乾
哉
・
作
根
弁
次

郎
等
と
陶
芸
家
も
多
く
居
り
、
交
流

も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

証
し
と
し
て
、
現
在
、
鳥
井
家
に
も

白
井
（
作
根
）
弁
次
郎
作
の
、
初
代

鳥
井
京
山
の
１
メ
ー
ト
ル
よ
り
少
し

小
さ
め
の
、
焼
物
の
座
像
が
無
傷
で

残
っ
て
お
り
、
緻
密
な
作
品
で
風
貌

が
お
だ
や
か
な
御
隠
居
様
の
た
た
ず

ま
い
を
示
す
佳
品
で
あ
る
。

　
西
川
寧
は
書
の
世
界
で
は
、「
書

の
巨
人
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
活
動

と
い
う
か
、
成
果
を
残
し
た
書
家
と

い
う
範
疇
を
越
え
た
人
で
あ
っ
た
。

書
家
で
あ
り
、
研
究
者
で
あ
り
、
学

者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
西
川
寧
は
明
治
35
年
（
１
９
０
２

年
）
南
葛
飾
郡
寺
島
村
（
現
墨
田
区

東
向
島
３‐

15‐

７
）
に
生
れ
た
。

父
も
門
下
二
千
人
と
も
い
わ
れ
た
西

川
春
洞
で
、
い
わ
ゆ
る
春
洞
流
で
明

治
・
大
正
・
昭
和
の
書
道
界
に
一
大

勢
力
を
誇
っ
た
。

　
寺
島
小
学
校
（
現
墨
田
区
立
第
一

寺
島
小
学
校
）
か
ら
府
立
三
中
（
現

両
国
高
）、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部

支
那
文
学
科
を
卒
業
し
た
。
向
島
百

花
園
か
ら
墨
堤
白
鬚
神
社
に
向
っ
て

進
み
、
現
大
和
湯
前
の
角
に
邸
が

あ
っ
た
。
父
春
洞
は
大
正
４
年
（
１

９
１
５
年
）、
寧
13
歳
の
時
に
亡
く

な
っ
て
い
る
。
大
学
卒
業
後
は
慶
應

義
塾
大
学
文
学
部
助
手
・
講
師
・
教

授
と
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
４

月
ま
で
、
習
字
・
漢
文
・
中
国
文
学

等
を
教
え
た
。

　
「
私
は
生
ま
れ
て
か
ら
30
余
年
を

こ
こ
で
過
し
た
。」
と
記
し
て
い
る

の
で
、
昭
和
13
年
（
１
９
３
８
年
）

か
ら
15
年
に
か
け
て
、
外
務
省
在
外

特
別
研
究
員
と
し
て
北
京
に
留
学
す

る
の
で
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
向
島
寺
島

に
住
ま
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
我
が
家
に
も
祖
父
が

西
川
春
洞
氏
に
書
い
て
い
た
だ
い

た
、
氏
神
様
の
「
白
鬚
大
明
神
」
の

軸
も
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
向

島
地
蔵
坂
の
子
育
地
蔵
尊
に
、
昭
和

８
年
（
１
９
３
３
年
）
建
立
の
「
子

育
地
蔵
尊
御
由
来
」
碑
と
「
子
育
地

蔵
尊
御
堂
建
立
百
年
遠
忌
供
養
塔
」

（
隷
書
体
）
は
、
西
川
寧
の
筆
に
な

る
も
の
で
あ
り
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

　
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
年
）
謙
慎

書
道
会
を
創
立
し
、
生
涯
こ
の
会
の

中
核
と
し
て
日
本
の
代
表
的
書
家
団

体
の
一
つ
に
発
展
さ
せ
た
。
ま
た
昭

和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
日
展
に
第

五
科
（
書
）
が
成
立
し
て
か
ら
は
、

審
査
員
・
評
議
員
・
常
務
理
事
等
に

選
ば
れ
、書
を
日
本
画・洋
画・彫
塑
・

工
芸
と
並
ぶ
造
型
芸
術
の
一
ジ
ャ
ン

ル
と
す
べ
く
、
毎
年
出
品
し
組
織
運

営
の
近
代
化
に
も
努
力
し
た
。

　
書
法
の
臨
書
・行
書・草
書・楷
書
・

隷
書
と
さ
ら
に
篆
刻
に
も
、
実
験
・

研
究
を
か
さ
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
で
今
日

の
新
し
い
表
現
形
式
と
し
て
の
も
の

を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
昭
和
22

年（
１
９
４
７
年
）か
ら
37
年
ま
で
、

国
立
博
物
館
調
査
員
と
し
て
博
物
館

の
書
関
係
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）
に
は

文
化
功
労
者
を
、
昭
和
60
年
（
１
９

８
５
年
）
に
は
文
化
勲
章
を
受
章
し

て
い
る
。

　
平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）５
月
、

87
歳
で
杉
並
に
没
し
た
。

(

元
墨
田
区
立
緑
図
書
館
長小

島
惟
孝)

�
�
�
�
�
�
�
人

　々

�
明
治
�
大
正
�
昭
和
�

鳥井京山
（とりい　きょうざん）
1815-1884

江戸後期に生ま
れる。現在の墨
田区で隅田川焼
を始めた。

西川寧
（にしかわ　やすし）
1902-1989

明治35年、墨田
区に生まれる。
昭和60年には書
家として初めて
文化勲章を受章
した。

西川寧の筆によ
る子育地蔵尊由
来碑（向島１－
４－５）
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